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持
経
宿
巡
回
整
備
（
白
谷
林
道
の
落
石
処
理
で
５
時
間
） 

 

◇
実
施
日 

３
月
１
０
日
（
木
） 

 
 
 

晴 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
雄
、
村
吉
光
夫 

 
 
 

３
名 

  

３
月
６
日
、
梶
野
君
と
２
人
で
行
仙
宿
に
出
向
き
作
業
中
に
村
吉
さ
ん
か
ら

「
国
道
の
通
行
止
め
も
解
除
さ
れ
た
の
で
、
３
月
１
０
日
に
持
経
宿
ま
で
行

く
」
と
の
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
持
経
宿
は
昨
年
の
１
２
月
１
０
日
に
行
っ
て
以

後
、
３
ヶ
月
間
行
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
間
に
林
道
の
落
石
も
相
当

多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
村
吉
さ
ん
一
人
で
は
手
に
負
え
な
い
だ
ろ
う
と
、
相

談
の
上
二
人
が
同
行
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 

 
 

 

白
谷
林
道
ゲ
ー
ト 

 
 

 
 

 
 
 
 

落
石
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド 

 

行
仙
宿
側
の
Ｒ
４
２
５
で
は
橋
梁
工
事
が
行
わ
れ
て
い
て
通
行
に
少
し
不

安
が
あ
る
の
で
、
遠
回
り
に
な
る
が
十
津
川
村
側
か
ら
白
谷
林
道
へ
向
か
っ
た
。 

 

午
前
９
時
に
２
１
世
紀
の
森
に
集
合
、
沖
崎
は
バ
イ
ク
で
、
村
吉
さ
ん
は
１

７
年
間
愛
用
し
た
ホ
ン
ダ
の
Ｃ
Ｒ
―
Ｖ
か
ら
ス
バ
ル
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
乗

り
換
え
て
い
た
。
新
し
い
車
で
林
道
に
乗
り
入
れ
る
の
は
今
日
が
最
初
だ
そ
う

だ
。 

 

２
１
世
紀
の
森
か
ら
白
谷
林
道
ゲ
ー
ト
ま
で
の
国
道
は
落
石
の
除
去
も
行

わ
れ
て
い
て
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
で
き
た
。 

 
 

 
 

 

大
き
い
物
は
ハ
ン
マ
ー
で 

 
 
 
 
 

 

３
０
分
以
上
か
か
る
所
も 

９
時
半
に
ゲ
ー
ト
を
通
過
、
森
林
管
理
局
の
倉
庫
過
ぎ
ま
で
は
多
少
の
荒
れ
は

あ
る
が
、
車
を
降
り
て
落
石
を
除
け
る
事
も
無
く
走
行
で
き
た
が
、
３
㎞
を
過

ぎ
た
あ
た
り
か
ら
落
石
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
こ
の
後
の
５
時

間
に
及
ぶ
落
石
と
の
悪
戦
苦
闘
の
始
ま
り
だ
っ
た
。 

１
０
０
～
２
０
０
ｍ
の
間
隔
で
ま
と
ま
っ
た
落
石
が
あ
り
、
そ
の
間
に
も
二
つ

三
つ
と
子
供
の
頭
ほ
ど
の
石
が
落
ち
て
い
る
。
中
に
は
道
路
の
真
ん
中
に
小
さ

な
ド
ラ
ム
缶
ほ
ど
の
岩
が
鎮
座
し
て
い
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
三
人
で
押
し
た
が



ビ
ク
と
も
せ
ず
、
バ
ー
ル
を
入
れ
て
試
し
て
み
た
が
動
か
す
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
村
吉
さ
ん
が
持
参
し
た
大
ハ
ン
マ
ー
で
少
し
づ
つ
砕
い
て
、
動
か
せ
る

よ
う
に
小
さ
く
し
た
。
上
か
ら
落
ち
て
道
路
中
央
に
割
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
岩

は
硬
く
、
砕
く
の
に
３
０
分
近
く
か
か
っ
た
。
三
分
の
一
ほ
ど
を
削
り
落
と
し

て
、
や
っ
と
３
人
で
押
し
て
道
路
脇
に
寄
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 
 

 
 

 

硬
く
て
割
れ
な
い 

 
 

 
 

よ
う
や
く
持
経
宿 

 
 

 
 

水
場
を
点
検 

 

当
初
は
お
昼
ご
ろ
に
は
持
経
宿
に
着
い
て
昼
食
、
そ
の
後
平
治
宿
に
向
か
う
。

と
考
え
て
い
た
が
、
す
で
に
１
２
時
を
過
ぎ
て
い
た
。 

平
治
谷
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
昼
食
に
す
る
。
早
々
に
食
事
を
済
ま
せ
、
村
吉
、

梶
野
の
二
人
に
落
石
の
処
理
を
頼
み
、
沖
崎
は
バ
イ
ク
で
先
行
し
て
こ
の
先
の

林
道
の
状
態
を
確
認
に
向
か
っ
た
。 

 

平
治
谷
か
ら
持
経
宿
ま
で
は
２.

５
㎞
ほ
ど
だ
が
続
け
て
落
石
が
あ
り
、
ま

と
ま
っ
た
場
所
が
４
ヶ
所
、
間
に
も
パ
ラ
パ
ラ
と
あ
る
。
大
き
い
岩
も
あ
り
４

輪
車
は
軽
自
動
車
で
も
通
過
は
不
可
能
だ
。
バ
イ
ク
は
何
と
か
間
を
通
り
抜
け

る
こ
と
が
出
来
、
持
経
宿
に
到
着
。
無
線
で
状
況
を
２
人
に
伝
え
て
す
ぐ
に
引

き
返
す
。
二
人
が
落
石
の
処
理
を
し
て
い
る
現
場
に
戻
り
、
一
緒
に
作
業
に
当

た
る
。
こ
の
調
子
で
は
ま
だ
２
時
間
位
か
か
る
だ
ろ
う
。
腕
や
肩
、
腰
が
痛
く

な
っ
て
き
た
。
疲
れ
た
、
と
言
う
よ
り
そ
ろ
そ
ろ
飽
き
て
き
た
。 

 

や
っ
と
三
差
路
手
前
の
丸
太
擁
壁
が
見
え
て
、
落
石
処
理
が
終
わ
り
を
迎
え

た
。 

 

や
っ
と
持
経
宿
に
到
着
、
午
後
２
時
４
０
分
。
ち
ょ
う
ど
５
時
間
だ
っ
た
。 

過
去
、
白
谷
林
道
通
過
に
５
時
間
か
か
っ
た
記
憶
は
な
い
。
た
ぶ
ん
最
長
記
録

だ
と
思
う
。 

持
経
宿
に
到
着
後
、
梶
野
君
は
水
場
の
点
検
に
、
村
吉
さ
ん
は
小
屋
周
り
を
清

掃
。
お
正
月
飾
り
を
撤
去
し
て
帰
路
に
着
い
た
。
帰
り
道
は
ゲ
ー
ト
ま
で
３
５

分
だ
っ
た
。
５
時
間
の
落
石
除
去
は
効
果
絶
大
だ
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

乗
り
換
え
た
フ
ォ
レ
ス
タ
ー 

 
 

橋
梁
工
事
現
場 

 

村
吉
さ
ん
は
ハ
ン
マ
ー
で
石
を
割
る
際
、
破
片
が
眼
鏡
に
当
た
り
、
レ
ン
ズ

損
傷
。
梶
野
車
は
３
回
ほ
ど
腹
を
擦
り
、
沖
崎
の
バ
イ
ク
は
３
度
転
倒
し
た
。 

幸
い
人
的
被
害
は
無
く
、
無
事
に
下
山
で
き
た
。
ヤ
レ
ヤ
レ
で
し
た
。 



帰
り
は
白
谷
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
下
北
山
村
側
に
抜
け
た
。
国
道
の
橋
梁
工
事

現
場
で
は
欄
干
の
基
礎
工
事
中
だ
っ
た
が
、
通
行
止
め
は
無
く
、
作
業
員
と
少

し
話
を
し
て
通
過
し
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 
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